
２０１９年度事業実績報告

Ⅰ 事業報告  

2019 年度の主な出来事を概観します。昨年は、平成から令和へと元号が変わりまし

たが、一昨年の災害処理が終わらないうちに、佐賀県などを襲った豪雨災害、台風 15

号、19 号による相次ぐ災害が発生するなど今や、災害は日常茶飯事の状況となってい

ると言っても過言ではありません。 

この様な中、災害廃棄物の処理に関し、地元自治体のみならず環境省からも我々協会

に対する期待が益々大きくなっており、災害廃棄物処理に果たす我々協会の役割は大

きいものがあると実感する次第です。 

また、年度末には新型コロナウイルスの感染拡大が発生し、我々業界にも大きな影響

を与えています。 

 協会内の出来事を振り返りますと、昨年は、協会設立 30 周年を無事迎えることが出

来ました。これもひとえに協会員皆様のご協力と関係者のご理解の賜と深く感謝申し

上げます。 

 その際発行しました記念誌は、熊本地震での我々の生の声を記録したものとして各

方面から好評をいただいております。発行にご協力をいただいた皆様に感謝申し上げ

ます。 

 また、30 周年を記念して業界での女性の更なる活躍を目指し、新たに女性部会が会

員 14 名で立ち上がりました。今後の活躍を期待するものです。 

 災害廃棄物に関しては、各支部毎の災害廃棄物処理支援行動マニュアルを充実させ、

各市町村との連携強化に努めました。 

 一方で、労働災害は、相変わらず死者が１名発生するなど中々厳しい面も見受けられ

ました。この様な背景を受け、2019 年度の事業では昨年に引き続き労働安全研修会を

本部支部とも２回開催するという計画をたて、概ね計画通り行われたところです。 

 また、不法投棄撤去につきましては、2019 年度も熊本環境保全推進支援金事業とし

て支部毎に不法投棄啓発パトロールや不法投棄廃棄物の撤去作業、更には不法投棄現

場の調査を行うなど計画的に実施しました。  

 青年部が行う環境出前講座については熊本県環境学習プログラムとして位置づけら

れた小学校への出前講座を７校行うなど充実した事業となりました。 

 更に、県内高校１・２年生に向けた県内企業の仕事や魅力をＰＲするため熊本県雇用

環境整備協会が主催した「くまもとお仕事探検フェア」に参加し、高校生約２００名に

参加協会員が自社のＰＲを行いました。 

 その他、全会員に配付する協会誌「スマイル」やホームページ等を通じて、現在の喫

緊の課題である新型コロナウイルスへの対応等様々な行政情報等を会員の皆様にお伝

えしたところです。 

 本協会が実施するこのような多くの事業は会員の方々のご理解とご協力のうえに成

り立っているものであり、県内の多くの関係者や団体に信頼され期待されております。 

 以上のことを踏まえ 2019 年度事業の執行状況について報告します。 
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Ⅱ ２０１９年度事業実績報告 

                        ２０１９年４月１日～２０２０年３月３１日 

 １ 会員現況（令和２年３月３１日現在） 

正会員   ３９７ 名 

    賛助会員     ７ 名 

    総会員数   ４０４ 名

２ 実施事業等会計  

１ 社会貢献事業 

（１）ホームページによる情報提供 

   協会へ通知があった関係法令改正等の情報について、ホームページにより情報提供した。ま 

た、今年度も協会への問合せが多かった処理困難物（バッテリー、水銀等）の廃棄物処理の 

受入れについて、会員（中間処理業者）へ調査し、その結果をホームページ上に公開した。 

（２）廃棄物不法投棄対策連絡会議・産業廃棄物不法処理防止連絡協議会 

   協議会（７月２４日）於：県庁本館 

   出席者：環境省九州地方環境事務所、県警生活環境課・組織犯罪対策課・通信指令課、県循 

環社会推進課、熊本・三池海上保安部、熊本市、熊本県産業資源循環協会 

（３）青年部協議会九州ブロック九州一斉清掃（６月８日） 

九州８県の青年部会で地域貢献として、それぞれの地域で一斉清掃を実施した。  

青年部参加者：３２名  於：水前寺成趣園（熊本市） 

 （４）支部と建設業協会との合同献血活動 

 （５）熊本地震に係る全国青年部会からの災害支援金を用いて小学校に授業道具を寄贈 

    全国青年部会から寄せられた平成２８年熊本地震に係る災害支援金を用いて下記小学校に 

    授業道具を寄贈した。 

８月２３日 西原村 河原小学校 山西小学校 

１１月１日 御船町 小坂小学校 高木小学校 

木倉小学校 七滝中央小学校 

滝尾小学校 御船小学校 

２ 災害廃棄物支援事業 

（１）災害廃棄物処理支援行動マニュアルの作成 

    市町村からの災害廃棄物処理支援要請に基づく協会員企業の支援体制を把握するため調査を 

実施し、各支部毎の災害廃棄物処理支援行動マニュアルを作成した。 

（２）市町村との連携 

各支部において、市町村が行う防災会議等に出席し、災害廃棄物処理についての情報交換を 

行うとともに市町村が策定する災害廃棄物処理計画に対する意見を述べた。 

また、各市町村に担当支部の災害廃棄物処理支援行動マニュアルを送付し、連携などに努 

めた。 
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３ 熊本環境保全推進支援金事業 

 （１）会議の開催 

   支援金運営委員会  １回（５月１５日） 

 （２）不法投棄対策事業 

  １）本部事業 

不法投棄防止対策のための合同調査（１１月２１日） 

    関係機関による陸、海、空の調査 

   出席者：環境省、海上保安部、熊本県、熊本県警、熊本市、熊本県産業資源循環協会 

  本協会は車による陸上パトロール 

   ２）支部事業 

    ・各地域不法投棄連絡会議への出席 

    ・各支部不法投棄パトロール、撤去事業等の実施（写真添付：Ｐ   ） 

 支部 期日 事業区分 実施場所 

１ 荒玉 ５月１４日 撤去作業 小岱山登山道 

１２月２０日 パトロール 荒尾市、玉名市 

１２月２０日 不法投棄現場

調査 

南関町肥猪 

２ 城北 １１月１２日 パトロール 阿蘇黒川近辺 

３ 熊本市 ９月２９日 一斉清掃 上・下通り等アーケード周辺 

１１月１４日 一斉清掃 上・下通り等アーケード周辺 

４ 宇城 １月３０日 パトロール 御船町 

５ 南部 ７月６日 一斉清掃 芦北町鶴ヶ浜・御立岬海水浴場清掃 

９月１２日 パトロール 八代郡市地域 

１０月９日 パトロール 球磨地域 

１１月８日 パトロール 八代市地域 

１１月２１日 撤去事業 芦北町天月 

６ 天草 １１月２１日 パトロール 天草市上島方面 

３）環境教育事業（写真添付：Ｐ    ） 

青年部会が実施する小学校第４学年を対象とした「環境出前講座」は、今までの大量消費・

大量廃棄型のライフスタイルの見直しや、不法投棄撲滅のためには小学校在校時から３Ｒ事

業及び廃棄物処理に関する『環境教育』を行うことが重要と考え、平成２５年度から環境出

前講座を開始した。 

平成２８年度から熊本県義務教育課の熊本県環境学習プログラムとして、熊本県内の小学

校社会科学習に導入されており、子ども達自らが考え、環境保全に繋がるためにはどのよう

に行動しなければならないのかを引き出す内容で授業を行った。 

 支部 期日 実施場所 対象数 

１ 天草 ７月１０日 上天草市立今津小学校 ３５名 １クラス 

２ 城北 １０月３日 大津町立美咲野小学校 １３７名 ４クラス 

３ 城北 １０月８日 大津町立護川小学校 ３６名 １クラス 

４ 荒玉 １１月２１日 長洲町立六栄小学校 ３９名 １クラス 

P3



５ 宇城 １２月５日 御船町立御船小学校 ６２名 ２クラス 

６ 南部 １月３０日 八代市立日奈久小学校 ８名 １クラス 

７ 荒玉 ２月２０日 長洲町立腹赤小学校 ３１名  １クラス 

２０１９年度の環境出前講座における受講児童数 ３４８名 １１クラス 

３ その他会計  

１ 組織活性化会員支援事業 

（１）会議の開催 

１）通常総会      令和元年６月７日  ：熊本ホテルキャッスル 

２）新年賀詞交歓会  令和２年１月１０日：ＡＮＡクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ 

３）理事会        ７回 

４）三役会議（執行部会議）１１回 

５）監査会        １回（４月２２日） 

６）各専門会議（委員会、部会） 

委員会・部会 回 期日 

表彰・懲罰委員会 ２ 11／22 3／19 

安全衛生促進委員会 １ 2／28 

医療廃棄物部会 ５ 

監査会 

4／8 

総会 

5／31 

役員会 

9／4 

役員会 

1/28 

部会 

1/28 

収集運搬部会 ６ 

監査会 

4／6 

役員会 

4／26 

総会 

5／17 

役員会 

9／11 

研修会 

2／21 

役員会 

3／19 

中間処理・リサイ

クル部会 ３ 

監査会 

5／21 

総会 

5／23 

部会 

9/4 

最終処分部会 ５ 

監査会 

4／12 

総会 

5／24 

研修会 

9／27 

部会 

12／17 

研修会 

2／5 

建設廃棄物部会 ３ 

監査会 

4／9 

総会 

5／24 

部会 

2/6 

青年部会 １２ 

正副会 

4／10 

役員会 

4／15 

監査会 

4／26 

役員会 

5／9 

２０周年 

5／25 

総会 

5／25 

役員会 

8／6 

部会 

8／23 

役員会 

10／30 

部会 

12／13 

役員会 

1／31 

正副会 

3／24 

女性部会 ２ 

設立総会 

5／20 
部会 

2／21 

（２）支部事業 

    各支部で幹事会、支部総会、研修会や親睦ゴルフコンペ等の交流を通じて組織活性化などに努 

めた。 

支部 期日 各種事業 

荒玉 4／26 通常総会 

7／1 エコの輪たまな総会 
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荒玉 11／1~2 視察研修会（岡山県） 

12／20 忘年会（玉名市） 

2／26 ゴルフコンペ（玉名市） 

城北 5／14 通常総会 

1／24 新年会（熊本市） 

3／20 ゴルフコンペ（西原村） 

熊本市 4／18 通常総会 

6／5 ゴルフコンペ(宇城市) 

7／20 ボウリング大会(熊本市) 

1／24~25 視察研修会(大分県) 

宇城 4／19 通常総会 

10／26 宇城、南部、天草支部合同ゴルフコンペ（人吉市） 

11／15~17 天草支部との合同視察研修会（金沢市） 

2／7 研修会（熊本市） 

南部 5／10 通常総会 

9／6~7 視察研修会（北九州市） 

9／26 ゴルフコンペ（人吉市） 

10／26 宇城、南部、天草支部合同ゴルフコンペ（人吉市） 

11／28 忘年会（八代市） 

1／24 新年賀詞交歓会（水俣市） 

天草 5／16 通常総会 

10／26 宇城、南部、天草支部合同ゴルフコンペ（人吉市） 

11／15~17 宇城支部との合同視察研修会（金沢市） 

1／31 青年部会との合同新年会 

（３）廃棄物処理への対応事業 

廃棄物処理法等の改正に伴い、広報誌「くまもとさんぱい（スマイル）」やホームページ、メー 

ル、研修会等により周知を行った。 

（４）表彰等事業 

１）環境省 

   循環型社会形成推進功労者等環境大臣表彰（１１月１５日） 

表彰名 会員名 受賞者名 

環境大臣表彰 ㈱青木運輸 今井 一郎  

２）熊本県 

   熊本県環境整備功労者への知事表彰（２月５日） 

表彰名 会員名 受賞者名 

知事表彰 ㈲きんかい 大久保 智志郎  

天栄工業㈱ 松本  仁   

㈱玉名リサイクルプラザ 山田  浩之   

３）（公社）全国産業資源循環連合会会長表彰（６月１３日） 

 表彰名 会員名 受賞者名 

1 地方功労者表彰 ㈲プログレ 早速 芳和     
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2 優良従事者表彰 ㈱マルコ建設 伊方 ちえみ   

㈱明光 藤家 清明    

㈱白井商会 白井 正雪    

㈱アセフト 後藤 博司 

 表彰名 受賞者名 所在地 

3 優良事業所表彰 ㈱谷川 多良木町 

4 地方優良事業所

表彰 

㈲田邉工業所 玉東町 

㈱藤本建設工業 南阿蘇村 

㈲牛島産業 熊本市西区 

㈲国見総業 山都町 

シー・アール・ディ開発㈱ 八代市 

八光海運㈱熊本支店 上天草市 

４）（一社）熊本県産業資源循環協会会長表彰（６月７日） 

 表彰名 会員名 受賞者名 

1 地方功労者表彰 ㈱青木運輸 今井 一郎   

2 優良従事者表彰 ㈲陶山興産 田浦 静子   

㈱東光物産 西  真介 

有価物回収協業組合石坂グループ 伊藤 禎之   

㈱前田産業 山田 哲   

㈱川口産業 川口 重徳   

味岡建設㈱ 恒松 孝司 

(資)山下産業 松下 文雄 

 表彰名 受賞者名 所在地 

3 地方優良事業所

表彰 

㈱熊礦石材  玉東町 

世紀東急工業㈱熊本混合所 大津町 

㈱東部流通 熊本市東区 

㈲タケシタ 宇土市 

㈱溝口産業 水俣市 

㈲井上産業 天草市 

（５）会員向けサービス・支援事業 

１）熊本県との「災害時における廃棄物の処理等の支援活動に関する協定」締結に伴う建設業  

    の経営事項審査に必要な書類の交付                   交付実績：５６件 

  ２）熊本市との「災害応急活動に関する協定」締結に伴う建設業の入札資格審査に必要な書類 

の交付                                交付実績：３５件 

３）協会員章（門札タイプ）の作製配布  
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（６）組織の拡充 

  １）支部との連携による新規入会の勧誘  

令和元年度実績：正会員１４者加入 

内訳 収集運搬９者、排出事業者３者、賛助２者 

 ２）くまもとお仕事探検フェアへの参加（１２月１７日） 

    県内高校生に対し、県内の企業等が集まり企業の魅力のＰＲや仕事への思いを伝えること 

    により、熊本にどの様な産業・仕事があるかを知り将来に向けた職業観、進路選択に役立て 

   る目的のために熊本県雇用環境整備協会の主催事業へ参加した。 

    ①総参加者数     ：県下高校（３１校【４，５２４名】） 

    ②協会ブース訪問者  ：約２００名 

    ③説明会実施会員   ：６社 

    ④パンフレット提供会員：８社 

（７）会員支援及び福利厚生事業 

   会員管理データベースの拡充を行うとともに、ゴルフコンペの開催、地元スポーツクラブチケ

ット配布、支部事業等による福利厚生事業を行った。 

１）４月１３日      第１３回ゴルフコンペ 

チサンカントリークラブ御船（御船町） 

熊本県立松橋西支援学校へ寄附（チャリティ） 

２）１０月５日   第１４回ゴルフコンペ 

            阿蘇大津ゴルフクラブ（大津町） 

ＮＰＯ法人いきいきサポート夕焼け小やけへ寄附（チャリティ） 

３）地元サッカーＪ３リーグ「ロアッソ熊本」（会員配布） 

①２０１９年度シーズン公式戦観戦チケット 

②４月７日 熊本地震復興支援マッチ観戦チケット 

 ４）地元バスケットＢ２リーグ「熊本ヴォルターズ」（会員配布） 

２０１９年度シーズン公式戦チケット 

（８）廃棄物の適正処理に係る講習会・研修会の開催 

１）全国産業資源循環連合会主催の産業廃棄物処理業実務者研修会開催 

      産業廃棄物処理業実務者研修会（１０月２４日） 

     産業廃棄物を取扱う方々の実務に必要な委託契約、マニフェスト、帳簿等の産業廃棄物に関 

する基礎知識を学び、初心者から経験者まで、多くの方々に知識の習得、再認識することを 

目的として開催。 

   ２）全国産業資源循環連合会主催の産業廃棄物処理検定開催 

     産業廃棄物処理検定（２月１６日） 
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     産業廃棄物処理業に携わっている排出事業者や処理業者の従業員の方を対象として、従業員 

の能力測定やスキルアップとして、また社員教育の一環として開催。 

３）優良産廃処理業者認定制度普及促進事業 

「環境配慮の取組（エコアクション２１）」の説明会（６月２５日） 

     平成２５年の環境配慮契約法改正に伴い、国発注事業の入札は優良産廃業者が有利になる加 

点制となったことから、県外に多い優良産廃業者が県内の廃棄物業界を席巻するおそれが 

ある。このため、県外の優良産廃処理業者に対抗しうる県内廃棄物業者の育成を目指し、 

トップランナー方式による業界の底上げ、活性化し、廃棄物の適正処理の更なる推進を図 

るため熊本県・市と共同で実施した。 

（９）後継者・若手経営者等の養成 

      熊本県中小企業団体中央会青年部協議会開催の「若手経営者育成研修会」等の周知、取り纏め

を行うなどにより若手経営者等の養成につとめた。 

（10）労働安全衛生に関する講習会、研修会の開催等 

    １）本部 

 ①６月７日（定時社員総会） 

  演題  リスク管理の奥深さ 

  講師  橋本 大二郎 氏（前高知県知事） 

②１月１０日（新年賀詞交歓会） 

    演題  事故防止、人の問題を考える  

－高年齢労働者の安全確保と作業者の安全意識向上－ 

    講師   中川 潔 氏（独立行政法人労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所  

安全研究領域長 兼 建設安全研究グループ部長） 

２）支部 

 研修会 

支部 第１回 第２回 

荒玉 ９／２６ － 

城北 ５／１４ １１／１９ 

熊本市 ４／１８ １０／１６ 

宇城 ４／１９ １０／２５ 

南部 ５／１０ １０／２５ 

天草 ９／７ １０／２５ 

（11）電子マニフェスト普及促進事業 

電子マニフェストシステム運用支援事業 

     １）電子マニフェスト操作体験セミナー 

      講師 ：(公財)日本産業廃棄物処理振興センター 
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      受講者：７月１１日（１９名）、７月１２日（１９名）、１０月４日（１７名） 

   ２）電子マニフェスト説明会（３回／年） 

      支部（城北、熊本市、南部）で開催。 

   ３）電子マニフェスト制度に関する周知及び操作方法等に関する問合せ対応 

（12）許可申請講習会事業 

１）産業廃棄物処理業の許可申請に係る講習会   

項目 開催日 受講者数 

新規許可（収運課程） ７／９～１０    １４０名 

新規許可（処分課程） １／２１～２４     ７７名 

更新許可（収運課程） ５／１６ １３５名 

３／１２    １５３名 

更新許可（処分課程） １１／６～７     ７９名 

計     ６８４名 

２）特別管理産業廃棄物を排出する事業者の責任者講習会  

     新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

（13）情報の収集提供事業 

  情報収集及び印刷物の発行事業 

１）情報収集事業 

    会員や一般県民からの廃棄物処理等に関する疑義、照会に対して、関係機関のホームページ 

の閲覧を始め、必要に応じて行政に確認したうえで、情報を収集整理し、回答や資料提供を行 

った。   

２）印刷物の発行事業 

① 協会誌「くまもとさんぱい（スマイル）」        ３回（７月、１１月、３月）  

    ② 会員名簿 

    ③ 産業廃棄物処分施設ＭＡＰ 

 ３）協会員への情報提供 

    ① 許可期限の通知 

      更新許可申請の手続きに遅れないよう葉書による通知。 

    ② ホームページ、メール、ｆａｘ等による情報提供 

      公益社団法人全国産業資源循環連合会、国、県、市から提供される関係法令の改正や要 

請、業界の情報をタイムリーにかつ的確に提供した。 

③ 産業廃棄物の処理に関する照会等への対応 

     産業廃棄物処理の実態や動向及び当協会の事業活動等に関する会員からの照会や相談

に対して回答や資料提供等を行った。 

④ 施設の設置、運営に関する照会等への対応 

    産業廃棄物処理施設の設置や運営等に関する相談に対して、助言や情報の提供等を行っ 
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た。  

⑤ 法令・融資・税務に関する照会等への対応 

       廃棄物処理法や関連法規に関する疑義、照会等に対して必要に応じて行政に確認したう 

えで回答・助言を行った。 

（14）３０周年記念事業 

   ・設立３０周年記念式典 ６月７日：熊本ホテルキャッスル 

    ①協会員の活動方針宣言 

②記念講演会  演題  リスク管理の奥深さ 

        講演者 橋本 大二郎 氏（前高知県知事） 

    ③記念誌作成：設立３０周年記念誌 

２ 関係機関との連携事業 

行政機関、他団体との連携事業  

（１）行政機関との連携 

１）協会主催事業 

・新型コロナウイルスによる感染性廃棄物対応についての県への要望（２／２８） 

要望事項：医療機関への感染性廃棄物適正処理に係るマニュアル等の周知徹底 

  要望先 ：熊本県環境生活部環境局循環社会推進課 

２）行政機関主催事業 

   ①（公財）熊本県環境整備事業団理事会（６／５、３／１３） 

      検討事項：公共関与による最終処分場の整備について 

     出席者：協会 会長（公益財団の理事として） 

② ２０１９年度熊本県産業廃棄物排出量抑制支援事業費補助金に係る検討会議及びリサイク

ル製品認証審査に係る協議（７／３、１２／１８） 

 検討事項：ⅰ 熊本県リサイクル認証製品審査 

      ⅱ 熊本県産業廃棄物排出量抑制支援事業費補助金 

 出席者：協会 専務理事  

   ③  令和元年度熊本県ごみゼロ推進県民会議総会及び海岸清掃 

     目的：循環型社会の構築を目指し、「ゴミ県民運動」を展開。 

     総  会：熊本県ごみゼロ推進県民会議（５／３０） 

     海岸清掃：熊本港親水緑地広場周辺（５／３０）  

 出 席 者：協会 会長、専務理事 

   ④  くまもと海洋プラスチックごみ「ゼロ」推進会議（１２／２４、１／２９、２／２１） 

     検討事項：ⅰ 現状・課題に対する対応整理 

          ⅱ  くまもと海洋プラスチックごみ「ゼロ」推進会議提言書の作成 

     出席者：協会 石坂副会長、専務理事 
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   ⑤ 新型コロナウイルス感染症対策協議会（熊本県新型インフルエンザ対策協議会）及び指定地 

方公共機関・感染症指定医療機関合同会議（１／２９） 

     検討事項：県内における新型コロナウイルス・新型インフルエンザに係る総合的な対策 

     出席者：協会 専務理事 

（２）他団体との連携 

１）九州地域協議会（当協会が出席したもの）

 回 期日 

本  会  議 ２ 

佐賀 

10／18 

長崎 

2／14 

会長会議 ２ 

佐賀 

10／18 

長崎 

2／14 

事務局会議 ２ 

佐賀 

10／18 

長崎 

2／14 

優良性評価制度

連絡協議委員会 ２ 

沖縄 

7／9 

福岡 

1／21 

医療部会 ２ 

佐賀 

9／3 

長崎 

1／22 

最終処分部会 ２ 

佐賀 

9／27 

熊本 

2／5 

中間処理部会 ２ 

岡山 

9／10 

長崎 

1／30 

収集・運搬部会 ２ 

福岡 

8／29 

宮崎 

2／7 

建設廃棄物部会 ２ 

鹿児島 

10／3 

福岡 

12/9 

青年部協議会 

九州ブロック ５ 

鹿児島 

4／23 

鹿児島 

6／8 

福岡 

8／1 

沖縄 

10／15 

熊本 

12／18 

２）全国産業資源循環連合会 

    ①（公社）全国産業資源循環連合会定時総会（６月１３日）   於：東京都 

    ② 産業廃棄物を考える全国大会（１１月１５日）         於：兵庫県 

③ 全国産業資源循環連合会会議等（当協会が出席したもの） 

 回 期日 

理事会 ５ 5／28 7／9 10／8 1／16 3／10 

正副会長会議 ５ 5／28 7／9 10／10 1／16 3／10

正会員会長・理

事長会議 １ 2／21 

事務局責任者

会議 ２ 7／26 1／31 

教育研修委員

会 １ 1／14 
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災害廃棄物委

員会 ４ 9／30 10／7 11／18 1／17 

最終処分部会 

関係会議 ４ 9／4 9／18 2／5 3／4 

青年部協議会  

３ 

総会 

6／12 

全国大会 

7／19 
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 

11／14 

３ マニフェスト・ステッカー頒布等事業

（１）産業廃棄物管理票（マニフェスト）の頒布 

 産廃 

マニフェスト 

建設 

マニフェスト 

積替 

マニフェスト 

計 前年比 

２０１９年度 621,270枚 369,600枚 2,730枚 993,600枚     99% 
平成３０年度 595,120枚 401,900枚 9,950枚 1,006,970枚

（２）産業廃棄物収集・運搬ステッカーの作成

収集運搬 

ステッカー 
前年比 

２０１９年度 169組 117％
平成３０年度 144組

P12


